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・冬の防災対策・感染対策・トイレ対策

　北海道町内会連合会では、「災害に強いまちづくり全道運動」、「ひとりの不幸もみの
がさない住みよいまちづくり全道運動」、「道町連共済事業」により、いざというときに
住民が助けあえる安心・安全な地域活動を推進しています。
　本ハンドブックは、地震、風水害、火災等が起きてもあわてず落ち着いて行動できる
よう日頃の備えを中心に、それらの災害時への対応をコンパクトにまとめました。今回
は第３版（令和元年８月）の改訂版として、冬の防災への備えを盛り込み作成しました。
　今一度、身の回りの点検のため、本ハンドブックをご活用ください。
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１



３２

・急ブレーキを避け、他の車に注意しながら
　ハザードランプを点灯して、ゆっくり車を
　左に寄せ、カーラジオで情報をキャッチし
　ましょう。
・車を離れて避難する時は、キーをつけたま
　まにしておきます。
・最も危険なのが急ブ
　レーキなので、落ち
　着いて対処するよう
　にしましょう。



３２
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　ハザードランプを点灯して、ゆっくり車を
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絶対に海岸には近づかないようにしましょう。
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大津波
警　報

津　波
警　報

津　波
注意報

高いところで３ｍを超える
津波が予想されます。

高いところで１ｍを超える
津波が予想されます。

高いところで０.２ｍを超え
る津波が予想されます。

沿岸部や川沿いにいる人は、た
だちに高台や避難ビルなど安全
な場所へ避難してください。

海の中にいる人はただちに海か
ら上がって、海岸から離れてく
ださい。

北海道南西沖地震による津波災害
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住宅用火災警報器の設置住宅用火災警報器の設置
住宅での火災に気づかず逃げ遅れて犠牲になる人が多いことから、
全ての住宅への火災警報器設置が消防法で義務付けられています。
特に夜間の就寝中に火災が発生していることから、主に寝室と台所、
階段の踊り場等に取り付け、火災で発生する煙をいち早く感知して警
報ブザーで知らせてくれます。
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住宅用火災警報器の設置住宅用火災警報器の設置
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階段の踊り場等に取り付け、火災で発生する煙をいち早く感知して警
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北海道版の避難所運営ゲーム「Ｄｏはぐ」
ド ゥ

道内の積雪寒冷の厳しい気候面や東日本大震災の経験などの観点を加えた北海道版の避難
所運営ゲーム「Ｄｏはぐ」が作成されました。貸出などのお問合せは、道庁危機対策課または
各振興局・総合振興局まで。
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普段から少し多めに食材、加工品を買っ
ておき、使ったら使った分だけ新しく買い
足していくことで、常に一定量の食料を家
に備蓄しておく方法をローリングストッ
クと言います。日常生活で消費しながら
備蓄することです。消費と購入を繰り返
し、いざという時に日常生活に近い食生
活を送ることができます。

ご存じですか？ローリングストックご存じですか？ローリングストック
①多めに購入

③買い足す

②日常消費
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現金、印鑑、預金通帳、保険証、免許証、住所録、マイナンバーカードなど

小型でFMとAMの両方聴けるものが良い。予備電池も忘れずに

懐中電灯（人数分）、予備電池 LEDライト、ろうそく、ライター、マッチ

カンパン、缶詰、ビスケット、ミネラルウォーター、
赤ちゃんがいる場合は粉ミルクなども

缶切り、栓抜き、ナイフ、割り箸、ビニール袋、ヒモ、
メモ帳、ペン、笛（閉じ込められた時のため）など

下着、セーター、ジャンバー、タオル、軍手、雨ガッパ、
ひもなしのズック靴など

水は一人一日３㍑、給水用タンク
米、レトルトパック食品、カップめん、菓子類など
卓上コンロ（予備のガスボンベ）、固形燃料

絆創膏、消毒薬、包帯、常備薬、ウェットティッシュ、
ティッシュペーパー、石鹸、携帯トイレ、生理用品、紙おむつ、
紙皿、ラップ（災害時には水が貴重なのでラップを紙皿に敷いて使う）など
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電気やガスが止まっても寒さをしのぐ備えを
1995年１月の阪神・淡路大震災や2011年3月の東日本大震災では、地震発生後に
電気・水道・ガスのライフラインが断たれました。東日本大震災では、９割程度復旧
するまで、電気は６日、水道は24日、ガスは34日かかりました。多くの方が暖房器
具を使えず、厳しい寒さにさらされました。
そのため、冬は食料や飲料水などの備蓄に加えて、防寒対策も大事です。避難所での
生活に備えて、感染症対策グッズもすぐに持ち出せるようにしておくと安心です。

寒さ対策の必需品

冬の防災対策冬の防災対策冬の防災対策冬の防災対策
冬の災害は、停電や積雪などによる被害が深刻になります。
自分と家族を守るため、冬を迎える前にできる備えをしておきましょう。

●ダウンジャケット
●ジャンパー
●厚手の長袖シャツ、
　ズボン
●厚手の靴下、手袋
●マフラー
●ニット帽
　など

アルミ製の防寒シートを
体に巻き付ければ、体温
を逃がさず保温できます。
コンパクトなので持ち運
びしやすく便利です。
段ボールは床に
敷くと断熱や保
温効果があり
ます。

寝袋や毛布があると冬の
寒い日も安心です。カイ
ロは、首の後ろやお腹、
腰に貼れば全身を温めら
れます。有効期限がある
ので定期的に確認しま
しょう。

電気やガスが止まってもお
湯を沸かしたり調理ができ
るように、カセットコンロを
用意しましょう。温かい食
事で心身を温められます。
ガスボンベ1本で約60分
使用可。大人１人につき１
週間で約６本が目安
です。

雪で車が立ち往生することも。
●スコップ
●牽引用ロープ
●スノーヘルパー、スノーブラシ
●防寒着、毛布、カイロ
●長靴、手袋
●飲料水、非常食
●携帯トイレ
●早めの燃料給油

防寒着 防寒シートや段ボール 寝袋や毛布、カイロ

カセットコンロで温かい食事 ポータブルストーブ 車にも防災グッズ
運転中の被災に備えて

災害発生後に自宅避難を
続けるときのために、灯
油式のストーブやカセッ
トガスストーブを用意し
ておきましょう。
※換気を忘れずに！
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感染症対策も忘れずに
冬は風邪やインフルエンザなどが流行する時期です。また、避
難所など人が密集する場所では様々な感染症対策が重要です。
・マスク・体温計・手指の消毒液など感染症対策用品を準備し、
すぐ持ち出せるようにしておきましょう。
・衛生管理のため、上履き（スリッパ）、ゴミ袋、石鹸、ウエッ
トティッシュも持参しましょう。

暖房器具が倒れて引火する恐れがあります。暖房器具の周辺は整理整頓
し、燃えるものはおかないようにして、灯油タンクはしっかり固定します。

まずは、身の安全を守ることが基本です。暖房、調理器具は地震の揺れ
がおさまってから状況を確認します。
停電が復旧した際に電気ヒーターなどから出火する恐れがあります。
避難する時は、ブレーカーを落とし、ガスの元栓を閉めましょう。

火災の予防

地震発生時
の対応

自宅でできるトイレ対策

事 例

自宅のトイレが断水で使えない時の「携帯トイレ」です。
ビニール袋を使って簡単にできる方法です。
洋式便器にビニール袋を１枚かぶせ、その上に便座を下ろしてビニール袋
をもう１枚かぶせる方法です。用を足したら凝固剤を入れ、上の袋だけ捨
てます。家族の人数分を計算して、ビニール袋と凝固剤を準備しておくと安心です。

札幌市西区琴似２条中央町内会（210世帯）では、
９月６日の胆振東部地震を教訓に、防災アイテムの一つ
として、防災風呂敷を作成し、町内会の会員へ配付しま
した。風呂敷は、90×90㎝ポリエステル防水加工布。
給水袋にもなります。風呂敷には地域のマップが描かれ
ていて、避難所を中心に、お水のある場所、コンロを貸し出す場所、炊き出し会
場など防災協力箇所が記入されています。縁周りは黄色で、結び方や使い方が描
かれており、黄色い風呂敷として緊急合図にも利用を呼び掛けています。

※この風呂敷は、防災士である日本風呂敷文化協会横山芳江代表の協力を得て作
成されました。　

火災への対策
北海道の冬は暖房器具の利用が欠かせません。地震発生時には火災の原因
となる恐れがあります。火災が起きないように備えておきましょう。

防災の黄色い風呂敷
2018年

15



印鑑、預金通帳など
住所録コピー、現金、メモ帳、ペン
保険証、運転免許証、マイナンバーカード
懐中電灯（予備電池）、モバイルバッテリー
ろうそく、ライター、マッチ、ランタン
携帯ラジオ（予備電池）
カンパン、缶詰、ビスケット
ミネラルウオーター
缶切り、栓抜き、ナイフ、割り箸
ビニール袋（大・小）、ヒモ
絆創膏、消毒薬、包帯、常備薬
生理用品、紙おむつ、携帯ﾄｲﾚ
下着、上着、靴下
タオル、ティッシュ・トイレットペーパー、石鹸
保安帽、雨ガッパ、軍手、笛、ズック靴

貴重品袋にまとめておく
電話連絡のために小銭も用意
普段使うのでコピーで代用
停電では家族人数分必要
ろうそくは太く短い物
正確な情報を収集
火を通さなくても食べられるもの
ペットボトルで用意
兼用タイプの物を用意
防寒にもなり、飲料水も運べる
外傷手当て用を中心に用意
女性、高齢者、乳幼児のため
防寒も考えて用意
ウエットティッシュは断水のときに便利
落下物、雨、外傷から身を守る

水 飲料水は一人一日３ℓ、３日分が目安。給水タンクが便利
生活用水は風呂、洗濯機で確保

食料品 アルファ米、レトルトパック食品、カップめん、菓子類
卓上コンロ 予備のガスボンベ、固形燃料

キッチン用品 ラップ、アルミホイル、紙コップ、紙皿、キャンプ用なべ
防寒用品 保温効果がある軽いアルミ製シート、使い捨てカイロ
手回し充電ラジオ ラジオ・ライト・サイレン・携帯電話の充電、１台４役
感染症対策 マスク、体温計、手指消毒液、ウエットティッシュ、上履き（スリッパ）
その他 断水時のトイレ用ビニール袋、凝固剤

非常持出品 （目につきやすい場所に置き、半年に１度は点検）

非常備蓄品  （最低でも３日分、定期的に入れ替え、コンテナに入れて物置に）

備えておくと役立つもの （避難生活が長引いた場合に便利）

わが家の非常持出品 （家族に必要な物を追加して備えましょう）

わが家の防災用品チェックリスト
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